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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
居宅介護支援部門で導入したプリセプター制について、今後も実効あるものとするために、プリセプターに対する支援体制の整備の一助とするべく研究を行った。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成16年度の新人研修においてプリセプターを担当した者を対象に、無記名自己記載による質問紙留置法でアンケートを配布、回収した。今回の研究では統計的検定による検証は行わなかった。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

プリセプター研修受講の有無及びプリセプター経験の有無において自己評価点数との明らかな関連は見出せなかった。自己評価の傾向として、人間関係形成については評価が高かったが、業務指導、プリセプターとしての役割については評価が低かった。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人間関係形成についてはマネジメント業務上の経験が活かされるが、業務指導・役割については指導基準、評価基準がないために自己評価が低かったと考える。研修受講の有無やプリセプターの経験が自己評価に結びついていないのは、体系的な研修を受講していないためと考えられる。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①きちんとした研修マニュアルを作成し、それに基づいたチェックリストによる経年度評価を行う、②プリセプター研修を計画的に受講する、③プリセプターとプリセプティだけの関係でなく職場全体でフォローすることが必要である。

